
(57)【要約】

【課題】悪臭を放っている患者の体に接触させるだけで

貼り着けることなく、消臭効果を上げることが出来、か

つ悪臭の消臭効果をより強く上げることが出来る袋状の

消臭シートを提供すること。

【解決手段】第１層～第６層よりなる袋状の消臭シート

であって，第３層と第４層の間に消臭剤が入っており，

第１層は肌等の接触時に不快でない材質からなり，第２

層は当該第１層の下に配置され、当該消臭剤を通さず、

気体は通す材質からなり，第３層は当該第２層の下に配

置され、当該消臭剤が偏らないためのクッションの役目

をする材質からなり，第４層は当該第３層の下に配置さ

れ、当該消臭剤を通さない材質からなり，第５層は当該

第４層の下に配置され、袋状の消臭シートを使用後に剥

がす際に破れない強度の材質からなり，粘着剤がその層

の下面に塗布されており，第６層は当該第５層の下に配

置され、剥離紙からなること。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ３ 層 と 第 ４ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 気 体 は 通 す 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な い
強 度 の 材 質 か ら な り ， 粘 着 剤 が そ の 層 の 下 面 に 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ６ 層 は 当 該 第 ５ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 袋 状 の 消 臭 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ２ 層 と 第 ３ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な く 、 当 該 消 臭 剤 を 外 に 出 さ ず 、 気 体 を 通 す 材 質 か ら な
り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な
い 強 度 の 材 質 か ら な り 、 下 面 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 袋 状 の 消 臭 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ 層 ～ 第 ５ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ２ 層 と 第 ３ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な く 、 当 該 消 臭 剤 を 外 に 出 さ ず 、 気 体 を 通 す 材 質 か ら な
り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な い
強 度 の 材 質 か ら な り ， 粘 着 剤 が そ の 層 の 下 面 に 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 袋 状 の 消 臭 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ 層 ～ 第 ５ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ３ 層 と 第 ４ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 気 体 は 通 す 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な
い 強 度 の 材 質 か ら な り 、 下 面 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 袋 状 の 消 臭 シ ー
ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 消 臭 剤 が ゼ オ ラ イ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 消 臭 剤 が 入 っ て い る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト 、 特 に 消 臭 剤 が ゼ オ ラ イ ト で あ る 袋 状
の 消 臭 シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 手 術 し た 後 、 特 に 癌 を 手 術 し た 後 の 悪 化 し た 傷 口 が 悪 臭 を 発 生 さ せ 、 患 者 の
周 囲 及 び 患 者 の 部 屋 に 悪 臭 を 放 ち 、 医 師 、 看 護 師 が 患 者 の 手 当 、 処 置 等 を す る 際 、 及 び 患
者 を 見 舞 い に 来 た 家 族 、 客 等 が そ の 悪 臭 に 悩 ま さ れ る と い う 事 態 が 生 じ て い た 。
　 こ の 事 態 に 対 し て は 、 消 臭 剤 を 容 器 に 入 れ て 部 屋 に 置 い て お く 、 と い う こ と が 行 わ れ て
い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 消 臭 剤 に つ い て 、 現 在 ゼ オ ラ イ ト が 注 目 さ れ て い る 。
　 ゼ オ ラ イ ト は 水 分 子 を 結 晶 水 の 形 で 構 造 中 に 主 成 分 と し て 含 む ア ル ミ ニ ュ ウ ム の 含 水 珪
酸 塩 鉱 物 で 、 こ の ゼ オ ラ イ ト の 結 晶 水 は ゼ オ ラ イ ト の 立 体 網 目 構 造 の 中 に 水 分 子 と し て 存
在 し 、 加 熱 な ど に よ り 脱 水 し て も ゼ オ ラ イ ト の 構 造 は 破 壊 さ れ ず 、 結 晶 水 が 有 っ た 箇 所 は
そ の ま ま 空 洞 と し て 残 り 、 ち ょ う ど ス ポ ン ジ 状 の 構 造 に な る 。 こ の よ う に 結 晶 水 を 除 去 し
た ゼ オ ラ イ ト は 強 い 吸 湿 力 を 持 つ た め 、 乾 燥 剤 と し て 使 わ れ て い る が 、 又 、 こ の 穴 は 非 常
に 小 さ く ガ ス 分 子 （ 臭 い の 元 ） を 吸 着 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ こ で 、 こ の ゼ オ ラ イ ト
を 消 臭 剤 と し て 使 用 す る 例 が あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ４ １ １ ６ ９ （ 請 求 項 ８ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ３ １ ４ ３ （ 請 求 項 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 記 の よ う に 、 部 屋 に 消 臭 剤 の 入 っ た 容 器 を 置 い て も 、 消 臭 効 果 を 十 分 に 上 げ
る こ と は 出 来 ず 、 又 、 患 者 が 部 屋 を 出 る 場 合 、 例 え ば 、 ト イ レ 、 検 査 室 等 に 行 く 場 合 、 そ
の 周 囲 に 悪 臭 が 漂 う と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の 場 合 、 消 臭 剤 を 患 者 の 体 に 直 接 着 け れ ば 、
患 者 が 部 屋 を 出 て 歩 い て い て も 悪 臭 が 漂 う こ と は な く な る が 、 患 者 の 体 に 着 け る た め に 消
臭 剤 の 入 っ た 袋 等 を 絆 創 膏 等 で 貼 り 付 け る こ と は 、 傷 口 の 悪 化 や 皮 膚 の 炎 症 を 引 き 起 こ す
な ど 、 治 療 上 も 問 題 が 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 ゼ オ ラ イ ト は 消 臭 剤 と し て 使 用 さ れ て は い る が 、 手 術 後 、 傷 口 が 悪 化 し 、 悪 臭 を 放
っ て い る 患 者 へ の 直 接 適 用 、 例 え ば 、 患 者 の 体 に 貼 り 着 け ず 、 接 触 さ せ る だ け で 使 用 す る
と い う 使 用 例 及 び 先 行 技 術 は 見 当 た ら な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 我 々 は 、 悪 臭 を 放 っ て い る 患 者 の 体 に 接 触 す る だ け で 貼 り 着 け る こ と な く 、 消
臭 効 果 を 上 げ る こ と が 出 来 、 か つ 悪 臭 の 消 臭 効 果 を 上 げ る こ と が 出 来 る 方 法 は な い か と 鋭
意 研 究 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 悪 臭 を 放 っ て い る 患 者 の 体 に 接 触 さ せ る だ け で 貼 り 着 け る こ
と な く 、 消 臭 効 果 を 上 げ る こ と が 出 来 、 か つ 悪 臭 の 消 臭 効 果 を よ り 強 く 上 げ る こ と が 出 来
る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 、
　 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ３ 層 と 第 ４ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
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　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 気 体 は 通 す 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な い
強 度 の 材 質 か ら な り ， 粘 着 剤 が そ の 層 の 下 面 に 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ６ 層 は 当 該 第 ５ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 、
　 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ２ 層 と 第 ３ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な く 、 当 該 消 臭 剤 を 外 に 出 さ ず 、 気 体 を 通 す 材 質 か ら な
り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な
い 強 度 の 材 質 か ら な り 、 下 面 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 、
　 第 １ 層 ～ 第 ５ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ２ 層 と 第 ３ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な く 、 当 該 消 臭 剤 を 外 に 出 さ ず 、 気 体 を 通 す 材 質 か ら な
り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ２ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な い
強 度 の 材 質 か ら な り ， 粘 着 剤 が そ の 層 の 下 面 に 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 又 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 、
　 第 １ 層 ～ 第 ５ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト で あ っ て ，
　 第 ３ 層 と 第 ４ 層 の 間 に 消 臭 剤 が 入 っ て お り ，
　 第 １ 層 は 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な い 材 質 か ら な り ，
　 第 ２ 層 は 当 該 第 １ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 気 体 は 通 す 材 質 か ら な り ，
　 第 ３ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン の 役 目 を
す る 材 質 か ら な り ，
　 第 ４ 層 は 当 該 第 ３ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な
い 強 度 の 材 質 か ら な り 、 下 面 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て お り ，
　 第 ５ 層 は 当 該 第 ４ 層 の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 消 臭 剤 は 種 々 有 る が ゼ オ ラ イ ト が 最 も 消 臭 効 果 が あ る こ と が 鋭 意 研 究 の 結 果 分 か っ
た 。 し た が っ て 消 臭 剤 と し て は ゼ オ ラ イ ト を 使 用 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ り 、 皮 膚 の 炎 症 等 を 生 ぜ ず 、 悪 臭 を 放 っ て い る 患 者 の 体 に 貼 り 着 け る こ と な
く 、 か つ 、 消 臭 効 果 を よ り 強 く 上 げ る こ と が 出 来 る も の で あ る 。 又 、 安 価 で 製 造 出 来 、 使
用 方 法 も 簡 単 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 例 を 図 面 に し た が っ て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 分 解 図 で あ る 。
　 第 １ 層 １ は 、 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な い 材 質 か ら な り 、 柔 軟 で ド レ ー プ 性 に 富 む 不 織 布
が 好 適 で あ る 。 例 え ば 、 サ ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 等 が 好 適 で あ る 。
　 第 ２ 層 ２ は 、 当 該 第 １ 層 １ の 下 に 配 置 さ れ 、 第 ３ 層 ３ と 第 ４ 層 ４ の 間 に 入 っ て い る 消 臭
剤 ７ を 通 さ ず 、 気 体 は 通 す 材 質 か ら な り 、 薄 い フ ィ ル タ ー が 好 適 で あ る 。 例 え ば 、 湿 式 フ
ィ ル タ ー 紙 が 好 適 で あ る 。
　 第 ３ 層 ３ は 、 当 該 第 ２ 層 ２ の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 ７ が 偏 ら な い た め の ク ッ シ ョ ン
の 役 目 を す る 材 質 か ら な り 、 消 臭 剤 の 粒 径 よ り 粗 い 目 を 有 す る 柔 ら か い 不 織 布 が 好 適 で あ
る 。 例 え ば 、 消 臭 剤 の 粒 径 よ り 粗 い 目 を 有 す る エ ア レ イ 不 織 布 等 が 好 適 で あ る 。 こ の 不 織
布 の 目 に ゼ オ ラ イ ト 粒 が 入 り 込 む た め に 、 粒 の 偏 り が 低 減 さ れ 、 使 用 時 の 不 快 感 を 低 減 す
る も の で あ る 。
　 第 ４ 層 ４ は 、 当 該 第 ３ 層 ３ の 下 に 配 置 さ れ 、 当 該 消 臭 剤 ７ を 通 さ な い 材 質 か ら な り 、 薄
い フ ィ ル ム シ ー ト が 好 適 で あ る 。 例 え ば 、 ポ リ フ ィ ル ム 等 が 好 適 で あ る 。
　 第 ５ 層 ５ は 、 当 該 第 ４ 層 ４ の 下 に 配 置 さ れ 、 使 用 後 に 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が
す 際 に 破 れ な い 強 度 の 材 質 か ら な り 、 強 度 の 高 い 不 織 布 が 好 適 で あ る 。 例 え ば 、 長 繊 維 の
サ ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 が 好 適 で あ る 。 ま た 、 粘 着 剤 が そ の 層 の 下 面 に 塗 布 さ れ て い る 。
　 高 い 強 度 が 必 要 な の は 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 後 に 剥 が す 際 、 破 れ て 中 味 の
消 臭 剤 ７ が 飛 散 す る と 周 囲 が 汚 れ る の で 、 そ の 事 態 を 防 ぐ た め で あ る 。 特 に 、 病 院 内 に お
い て は 消 臭 剤 ７ が 飛 散 す る の は 避 け な け れ ば な ら な い 。
　 第 ６ 層 ６ は 、 当 該 第 ５ 層 ５ の 下 に 配 置 さ れ 、 剥 離 紙 か ら な り 、 当 該 第 ５ 層 ５ の 下 面 ５ ’
に 塗 布 さ れ て い る 粘 着 剤 に 貼 着 さ れ 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 使 用 す る 際 に 、 こ の 剥
離 紙 を 剥 が し て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 消 臭 剤 は 種 々 有 る が 、 ゼ オ ラ イ ト が 一 番 消 臭 効 果 を 期 待 で き る 。 そ こ で 、 ゼ オ ラ イ ト を
通 常 の 破 砕 機 を 使 っ て 極 め て 小 さ な 粒 状 に 破 砕 す る こ と で 、 使 用 す る も の で あ る 。 使 用 者
が 使 用 時 に ゼ オ ラ イ ト の 粒 で 痛 み や 不 快 感 を 覚 え な い よ う に 、 粒 径 は 約 ５ ０ － １ ０ ０ メ ッ
シ ュ 、 特 に 約 ７ ０ メ ッ シ ュ の 大 き さ が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ６ 層 構 造 の う ち 、 前 記 第 １ 層 及 び 第 ２ 層 を 、 肌 等 の 接 触 時 に 不 快 で な く 、 当 該 消
臭 剤 を 外 に 出 さ ず 、 気 体 を 通 す 材 質 、 例 え ば サ ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 又 は 湿 式 フ ィ ル タ ど ち
ら か の １ 層 に す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 ま た 、 前 記 第 ４ 層 及 び 第 ５ 層 を 、 当 該 消 臭 剤 を 通 さ ず 、 使 用 後 に 剥 が す 際 に 破 れ な い 強
度 の 材 質 、 例 え ば ポ リ フ ィ ル ム 又 は サ ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 の ど ち ら か １ 層 に す る こ と が 可
能 で あ る 。
　 こ れ に よ り ６ 層 構 造 を 全 体 と し て ４ 層 構 造 又 は ５ 層 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 シ ー
ト 全 体 の 強 度 は ６ 層 構 造 に 劣 る も の の 、 病 気 で な い 人 間 が 体 臭 の 消 臭 に 個 人 的 に 利 用 す る
場 合 な ど に は 、 ４ 層 構 造 又 は ５ 層 構 造 で も 目 的 を 達 す る こ と が 出 来 る か ら で あ る 。
　 図 示 し て い な い が 、 ５ 層 構 造 の 例 と し て は 請 求 項 ３ ， ４ ， ［ ０ ０ １ １ ］ ， ［ ０ ０ １ ２ ］
に 記 載 さ れ て い る 如 く で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 表 面 図 で あ る 。
　 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 の も の 及 び 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 又 は 第 ５ 層 の も
の か ら な る が 、 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 充 填 包 装 機 を 使 用 し て 製 造 す る も の で あ る 。
　 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 一 番 上 の 第 １ 層 １ が 肌 に 接 触 す る の で あ る が 、 第 １ 層 １ の 材 質 が サ
ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 等 で あ る た め 、 肌 に 接 触 し た 際 、 柔 ら か さ が あ り 、 不 快 感 が な い も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 図 ３ は 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 裏 面 図 で あ り 、 剥 離 紙 を 剥 が そ う と す る 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
　 　 第 ６ 層 ６ の 剥 離 紙 を 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 第 ５ 層 ５ の 下 面 ５ ’ か ら 剥 が す 状 態 を 示
し て い る 。 剥 離 紙 に は 切 り 込 み ８ が 入 っ て い て 第 ５ 層 ５ の 下 面 ５ ’ に 塗 布 さ れ て い る 粘 着
剤 か ら 剥 が し 易 く し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 剥 離 紙 を 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 第 ５ 層 の 下 面 か ら 剥 が し た 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
　 第 ５ 層 の 下 面 ５ ’ に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る の で 第 ６ 図 、 第 ７ 図 に 示 す よ う に 寝 間 着 ９
の 内 側 に 貼 着 さ れ る も の で あ る 。 袋 状 の 消 臭 シ ー ト が 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 か ら な る 場 合 に は 第
３ 層 の 下 面 、 ま た 袋 状 の 消 臭 シ ー ト が 第 １ 層 ～ 第 ５ 層 か ら な る 場 合 に は 第 ４ 層 の 下 面 、 に
粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 消 臭 剤 で あ る ゼ オ ラ イ ト が 袋 状 の 消 臭 シ ー ト に 入 っ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ は 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ５ 層 ５ の 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 下 面 ５ ’ を 寝 間 着 ９ の 内 側 に 貼
着 す る 。 第 １ 層 １ の 上 面 部 分 を 悪 臭 を 放 っ て い る 傷 口 １ ０ の 部 分 に 当 て る 状 態 を 示 し て い
る が 、 こ の 場 合 は 、 悪 臭 を 放 っ て い る 傷 口 １ ０ の 部 分 に ガ ー ゼ を 当 て が い 、 そ の 上 か ら 本
発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 当 て る よ う に す る と 良 い 。 こ の よ う な 場 合 で も 、 傷 口 １ ０ そ の
も の に 当 て て 絆 創 膏 等 で 貼 り 着 け る こ と を し な い の で 、 傷 口 の 悪 化 や 皮 膚 の 炎 症 等 を 生 じ
さ せ な い も の で あ る 。
　 図 ６ に 示 す 使 用 例 は 、 癌 等 の 手 術 し た あ と 悪 化 （ 悪 露 ） し 、 悪 臭 を 強 く 放 っ て い る よ う
な 場 合 に 特 に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ は 、 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 他 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ６ の 場 合 と 異 な り 、 悪 臭 を 放 っ て い る 傷 口 １ ０ の 部 分 に 当 て な い よ う に 、 そ の 傷 口 １
０ か ら 離 れ る よ う に 、 寝 間 着 ９ の 内 側 に 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 貼 着 す る も の で あ る
。 シ ー ト が 傷 口 １ ０ に 当 る の が 好 ま し く な い 場 合 等 の 使 用 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ は 、 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ は 、 第 １ 層 よ り 第 ６ 層 よ り な る 例 で あ る が 、 図 ８ は 、 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 よ り な る 例 で
あ り 、 図 １ の 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 の う ち 第 １ 層 及 び 第 ２ 層 を サ ー マ ル ボ ン ド 不 織 布 又 は 湿 式 フ
ィ ル タ ど ち ら か の １ 層 と し 、 前 記 第 ４ 層 及 び 第 ５ 層 を ポ リ フ ィ ル ム 又 は 長 繊 維 の サ ー マ ル
ボ ン ド 不 織 布 の ど ち ら か １ 層 と し た も の で あ り 、 他 は 図 １ の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 、 さ ら に 、 人 間 の 体 の 脇 の 臭 い 、 体 臭 が あ る 人 の 体 臭 等 の
消 臭 に も 使 用 出 来 、 こ の 場 合 は 、 図 示 し て い な い が 、 剥 離 紙 を 剥 が さ ず に 服 の ポ ケ ッ ト に
入 れ て お く と い う こ と も 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 袋 状 の 消 臭 シ ー ト は 患 者 等 、 ヒ ト が 歩 行 し て も 使 用 す る こ と が 出
来 、 歩 い て い る 周 囲 に 悪 臭 を 放 つ の を 防 ぐ こ と が 出 来 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 剥 離 紙 を 剥 が し て 使 用 、 又 は 剥 離 紙 を 剥 が さ な く て も 使 用 出 来 る の で 、 使 用 方 法
が 非 常 に 簡 単 で 、 か つ 充 填 包 装 機 で 簡 単 に 製 造 す る こ と が 出 来 る の で 、 製 造 コ ス ト 、 販 売
コ ス ト も 易 く す る こ と が 出 来 る も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 記 に 本 発 明 の 実 験 例 を 記 述 す る 。
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１ ） 女 性 、 ４ ０ 歳 代 の 患 者 が 、 乳 ガ ン の 末 期 で 放 射 線 治 療 を 受 け て い る 。 悪 臭 （ 肉 の 腐 敗
臭 ） が 病 棟 の 部 屋 の 外 ま で し て い た 。 従 来 の 部 屋 置 き の 消 臭 材 で は 腐 敗 臭 を 取 り き れ な か
っ た 。 患 部 に １ 枚 ガ ー ゼ を 置 い て 、 そ の 上 に 本 発 明 の ゼ オ ラ イ ト を 消 臭 剤 と し て 使 用 し た
袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 置 い た 結 果 、 腐 敗 臭 が 消 え た 。
２ ） 女 性 、 ６ ０ 歳 代 の 患 者 が 、 子 宮 ガ ン の 末 期 で 膣 部 か ら 悪 臭 （ 肉 の 腐 敗 臭 ） が 出 て 、 室
内 が 臭 っ て い た 。 従 来 の 部 屋 置 き の 消 臭 材 で は 腐 敗 臭 を 取 り き れ な か っ た 。 膣 部 に 本 発 明
の ゼ オ ラ イ ト を 消 臭 剤 と し て 使 用 し た 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 置 い た ら 腐 敗 臭 が 消 え た 。
３ ） 男 性 、 ６ ０ 歳 代 の 患 者 が 、 Ｍ Ｄ 性 壊 疽 で 肉 が 腐 っ た 臭 い が し て い た 。 従 来 の 部 屋 置 き
の 消 臭 材 で は 腐 敗 臭 を 取 り き れ な か っ た 。 組 織 が 壊 死 し て い る の で 、 患 部 に １ 枚 ガ ー ゼ を
置 き 、 そ の 上 に 本 発 明 の ゼ オ ラ イ ト を 消 臭 剤 と し て 使 用 し た 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 置 い た 結
果 、 腐 敗 臭 が 消 え た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 層 ～ 第 ６ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 表 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 裏 面 図 で あ り 、 剥 離 紙 を 剥 が そ う と す る 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 剥 離 紙 を 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ て い る 第 ５ 層 の 下 面 か ら 剥 が し た 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 消 臭 剤 で あ る ゼ オ ラ イ ト が 袋 状 の 消 臭 シ ー ト に 入 っ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 袋 状 の 消 臭 シ ー ト の 他 の 使 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 １ 層 ～ 第 ４ 層 よ り な る 袋 状 の 消 臭 シ ー ト を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 　 　 第 １ 層
　 ２ 　 　 　 第 ２ 層
　 ３ 　 　 　 第 ３ 層
　 ４ 　 　 　 第 ４ 層
　 ５ 　 　 　 第 ５ 層
５ ’ 　 　 下 面
　 ６ 　 　 　 第 ６ 層
　 ７ 　 　 　 消 臭 剤
　 ８ 　 　 　 切 り 込 み
　 ９ 　 　 　 寝 間 着
１ ０ 　 　 　 傷 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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